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選択的 (anti : syn = 15 : 1) かつ高エナンチオ選択的 (97% ee) に分子内不斉アルドール反








したアニリンアミノ基を活性中心とした酸-塩基触媒を用いて、窒素上に Ts 基や、Boc 基を持
つ非対称脂肪族ジアールを基質とした分子内不斉交差アルドール反応の検討を行った。その結
果、本触媒はほぼ完全な選択性でホルミル基を識別し、anti-6のみを高収率 (95%) かつ高エナ












ン骨格 8 が 89% 収率、85% ee で得られた 
 (Scheme 3)。また、ジアステレオ選択性に
課題を残すものの、四連続不斉中心を持つ
シクロペンタン骨格が最高 98% ee で得ら
れた。 
 

















その結果、本触媒が高ジアステレオ選択的 (anti : syn = 15 : 1) かつ高エナンチオ選択的 







ニリン性アミノ基を活性中心とした酸-塩基触媒を用いて、窒素上に Ts 基や、Boc 基
を持つ非対称脂肪族ジアールを基質とした分子内不斉交差アルドール反応を検討し
た。その結果、本触媒はほぼ完全な選択性でホルミル基を識別し、anti-体のみを高収
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